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基
本
健
康
診
査
一
部
負
担
は
、

一
定
の
財
源
確
保
に
よ
り
健
診

の
充
実
と
市
民
の
健
康
づ
く
り

事
業
に
反
映
さ
れ
て
い
く
も
の

で
あ
る
。

　
長
野
県
は
﹁
治
療
に
ま
さ
る

予
防
﹂で
医
療
費
が
低
い
。
保
健

予
防
の
基
本
健
診
で
医
療
費
削

減
を
。
有
料
化
は
健
診
の
チ
ャ

ン
ス
を
奪
う
。

提
出
議
案
と

審
議
結
果

○
全
員
賛
成
　
●
賛
成
多
数

■
平
成
18
年
　

第
２
回
定
例
会

⋯
　

専
決
処
分
の
承
認
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

○
平
成
　

17
年
度
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

●
税
条
例
の
一
部
改
正

●
都
市
計
画
税
条
例
の
一
部
改
正

●
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正

⋯
　

平
成
18
年
度
補
正
予
算
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

●
一
般
会
計

○
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

○
老
人
保
健
特
別
会
計

○
下
水
道
事
業
特
別
会
計

⋯
　

条
例
の
制
定
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

○
長
期
継
続
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
が
で

き
る
契
約
を
定
め
る
条
例

⋯
　

条
例
の
一
部
改
正
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

○
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の

公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
条
例

●
税
条
例

○
旭
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
条
例

○
乳
幼
児
保
育
審
議
会
条
例

○
保
育
所
の
設
置
及
び
管
理
条
例

●
国
民
健
康
保
険
税
条
例

⋯
　

埼
玉
県
市
町
村
各
組
合
規
約
変
更
、

　
　
　
　
　
解
散
及
び
財
産
処
分
等
　

⋯
⋯

○
職
員
退
職
手
当
組
合
の
共
同
処
理
す
る

事
務
の
変
更
及
び
同
組
合
の
規
約
変
更

○
消
防
災
害
補
償
組
合

○
交
通
災
害
共
済
組
合

⋯
　

道
路
線
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

○
道
路
線
の
認
定

⋯
　

指
定
管
理
者
の
指
定
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

○
心
身
障
害
者
地
域
デ
イ
ケ
ア
施
設
か
み

ふ
く
お
か
作
業
所

○
ふ
れ
あ
い
上
福
岡
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー

○
子
育
て
ふ
れ
あ
い
広
場

⋯
　

そ
の
他
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

○
大
井
中
学
校
校
舎
増
築
工
事
請
負
契
約

の
締
結

以
上
、
可
決

　
む
だ
な
公
共
事
業
を
見
直
し
て
、
市
民
生
活
優
先
の
予
算
に

す
べ
き
な
の
に
、
社
会
的
弱
者
に
対
す
る
市
独
自
の
救
済
策
＝

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
の
か
け
ら
も
見
ら
れ
な
い
。
上
福
岡
運

動
公
園
の
プ
ー
ル
使
用
中
止
に
は
、
臨
時
の
送
迎
バ
ス
を
大
井

ま
で
運
行
す
べ
き
で
あ
る
。

　
日
本
共
産
党
　
市
民
生
活
優
先
の
予
算
に
す
べ
き

　
自
由
民
主
ク
ラ
ブ

　
健
診
の
充
実
は
一
定
の
財
源
確
保
で

　
日
本
共
産
党

　
有
料
化
は
健
診
の
チ
ャ
ン
ス
を
奪
う

　
市
民
の
健
康
を
守
る
大
切
な

制
度
と
し
て
、
厳
し
い
財
政
の

中
で
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
が
図
ら

れ
、
費
用
は
低
く
抑
え
ら
れ
た
。

　
民
主
党
・
市
民
ク
ラ
ブ

　
サ
ー
ビ
ス
は
充
実
、
費
用
は
低
く
抑

　
え
ら
れ
た

　
当
初
予
算
編
成
後
初
め
て
の
補
正
予
算
は
、
福
祉
の
充
実

と
、
学
校
地
域
が
連
携
し
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
施
策
等
、

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
編
成
さ
れ
た
。
今
後
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
向
上
に
影
響
が
な
い
よ
う
、
な
お
一
層
の
行
財
政
改
革
が
必

須
と
考
え
、
貴
重
な
財
源
の
有
効
活
用
を
す
べ
き
で
あ
る
。

　
自
由
民
主
ク
ラ
ブ
　
な
お
一
層
の
行
財
政
改
革
が
必
須
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委
託
事
業
で
あ
る
﹁
学
校
と
地
域
の
連
携
推
進
﹂
と
、﹁
障

害
者
計
画
策
定
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
実
施
﹂
を
評
価
。
上
野
台
保

育
所
跡
地
に
障
害
者
施
設
を
要
望
。
老
朽
化
に
伴
う
市
民
プ
ー

ル
の
中
止
で
は
、
十
分
な
説
明
を
。
ま
た
、︵
仮
称
︶
大
井
第

七
小
水
道
管
布
設
工
事
は
、
地
域
住
民
に
配
慮
を
す
べ
き
。

　
公
明
党
　
学
校
と
地
域
の
連
携
推
進
等
を
評
価

　
来
年
度
は
財
源
不
足
が
明
ら
か
だ
が
、︵
仮
称
︶
大
井
第
七

小
開
校
へ
用
地
が
確
保
さ
れ
、
水
道
予
算
が
組
ま
れ
た
。
障
害

者
の
実
情
把
握
の
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
や
、
保
育
園
跡
地

に
福
祉
施
設
建
設
も
明
言
さ
れ
た
。
福
祉
・
教
育
・
地
域
を
優

先
す
る
政
策
を
支
持
す
る
。

　
民
主
党
・
市
民
ク
ラ
ブ
　
福
祉
・
教
育
・
地
域
優
先
の
政
策
を
支
持

討 論 　

補正予算・条例など慎重に審議しました
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■
　

大
滝
村
合
併
後
の
森
ダ
ム
基
金

Ｑ
　
森
ダ
ム
基
金
は
ど
う
な
る
の
か
。

Ａ
　
大
滝
村
は
秩
父
市
と
合
併
し
、
ま
た
森
林
保
護

の
啓
発
も
あ
る
程
度
達
し
た
と
思
っ
て
い
る
の
で
、

本
年
度
末
に
廃
止
す
る
方
向
で
検
討
し
て
い
ま
す
。

■
　︵
仮
称
︶
大
井
第
七
小
の
建
設
費

Ｑ
　
建
設
費
は
、
ど
の
く
ら
い
必
要
か
。

Ａ
　
土
地
代
や
フ
ェ
ン
ス
関
係
の
費
用
な
ど
を
含
め

て
、
総
額
三
九
億
六
、
六
〇
〇
万
円
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。
資
金
は
、
国
の
補
助
金
五
億
七
、
九
〇
〇
万

円
、
起
債
︵
借
金
︶
二
三
億
五
、
三
〇
〇
万
円
、
一

般
財
源
分
と
し
て
基
金
か
ら
一
〇
億
三
、
四
〇
〇
万

円
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

■
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
助
成
金
の
確
保

Ｑ
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
助
成
金
は
宝
く
じ
の
収
益
の
一
部

を
原
資
と
し
て
い
る
が
、
今
後
も
確
保
で
き
る
見
込
み
は

あ
る
の
か
。

Ａ
　
人
気
の
高
い
助
成
金
で
す
が
、
貴
重
な
財
源
と
な
り

ま
す
の
で
、
今
後
も
活
用
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
申
請
す
れ
ば
必
ず
交
付
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、

県
の
審
査
で
該
当
し
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

■
　

商
店
街
活
性
化

Ｑ
　
市
章
啓
発
用
小
旗
の
掲
示
を
商
店
街
等
に
依
頼
す
る

に
当
た
り
、
商
店
街
活
性
化
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
検
討

し
た
の
か
。

Ａ
　
市
章
が
入
っ
た
小
旗
を
一
〇
〇
〇
枚
つ
く
り
、
販
売

促
進
、
活
性
化
に
つ
な
が
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
　

上
福
岡
運
動
公
園
の
施
設
利

用
受
付
場
所

Ｑ
　
上
福
岡
運
動
公
園
管
理
公
社

を
解
散
し
て
、
市
直
営
で
管
理
運

営
を
す
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
市

民
の
施
設
利
用
申
し
込
み
受
け
付

け
を
す
る
場
所
は
。

Ａ
　
従
来
ど
お
り
運
動
公
園
内
の

管
理
棟
で
行
な
い
ま
す
。

■
　

道
路
附
帯
設
備
設
置
の
指
導

Ｑ
　
開
発
行
為
の
際
、
道
路
附
帯

設
備
の
設
置
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
に
指
導
し
て
い
る
の
か
。

Ａ
　
道
路
を
利
用
す
る
人
の
安
全

を
図
り
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
、
照
明

灯
な
ど
附
帯
設
備
も
市
の
開
発
指

導
要
綱
に
基
づ
き
、
開
発
業
者
に

設
置
の
お
願
い
を
し
て
い
ま
す
。

■
　

元
気
の
出
る
学
校
づ
く
り

Ｑ
　
元
気
の
出
る
学
校
づ
く
り
地
域
連
携
推
進

事
業
で
、
さ
ぎ
の
森
小
学
校
を
選
ん
だ
理
由

は
。

Ａ
　
児
童
は
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
子
ど
も
・

保
護
者
・
地
域
の
人
と
の
距
離
が
近
い
で
す
。

モ
デ
ル
事
業
と
し
て
実
施
後
、
市
内
に
広
げ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
　

障
害
者
基
本
計
画
策
定
の
補
正

Ｑ
　
障
害
者
基
本
計
画
の
策
定
の
補
正
は
、
本

来
な
ら
当
初
予
算
の
と
き
に
確
定
す
べ
き
も

の
。
な
ぜ
補
正
な
の
か
。

Ａ
　
計
画
の
実
効
性
を
高
め
る
た
め
、
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
に
か
か
る
費
用
を
計
上
し
ま
し
た
。

Ｑ
　
手
話
通
訳
者
養
成
講
座
の
内
容
は
。

Ａ
　
今
年
度
は
基
礎
課
程
を
実
施
し
ま
す
。
将

来
的
に
は
六
〜
十
人
の
通
訳
者
の
誕
生
が
望
ま

し
い
で
す
。

⋯
　

請
願
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

・
基
本
健
康
診
査
無
料
化
の
復
活
を
求
め

る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
不
採
択

⋯
　

意
見
書
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

○
出
資
法
及
び
貸
金
業
規
制
法
の
改
正
に

関
す
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
可
決

・
　

米
軍
基
地
の
再
編
・
強
化
、
三
兆
円
負

担
に
対
し
、﹁
日
米
合
意
﹂
の
撤
回
を
求

め
る

・
　

聴
覚
障
害
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

支
援
策
を
充
実
す
る
こ
と
を
求
め
る

・
　

公
共
サ
ー
ビ
ス
を
入
札
に
か
け
る
﹁
市

場
化
テ
ス
ト
﹂
法
を
実
施
し
な
い
こ
と

を
求
め
る

以
上
、
否
決

かんよう

　　　※森ダム基金とは？　自然環境の保全、水源の涵養など森林への認識を一層

　　　　深め、県内水源地域の森林づくり事業を支援する旧上福岡市の基金。

「元気の出る学校づくり事業」実施校に選ばれた
さぎの森小学校
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